
【出題の基本方針】
基本的な出題形式は大問３つ、内訳は政治２問＋経済１問、または、政治

１問＋経済２問の組み合わせである。もっとも、政治と経済は密接な関係に
あることから、政治と経済の複合的な大問となる場合もある。

〈出題内容・形式・配点〉※出題内容、問題番号、配点は2月1日実施分です。
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ 日本国憲法の基本原理（基本的人権の保障） 記述 35

80分Ⅱ 福祉社会と日本経済の課題（公害と環境保全） 記述 35
Ⅲ 民主政治の基本原理（現代の民主政治・世界のおもな政治体制） 記述 30

合計 100

【学習のポイント】
・�基本的な出題範囲は、教科書、資料集、ならびに用語集である。教科書は複数の出版社から刊行されており、ある教科書にある記述が、別
の教科書には無い場合もある。また、ある記述が 1社の教科書のみの場合もある。したがって、資料集や用語集などで補充することが必要
である。
・�また、各教材中の「図表」「グラフ」「年表」などについても、細部まで目を配ることが必要である。
・�さらに、教科書に記述のない新しい時事問題についても、日頃からニュース等を通じて、理解し、知見を深めることが望まれる。

選択科目（公民） 政治・経済


